
今
号
の
「
古
文
書
倶
楽
部
」
で
は
、
年
末
年
始
の
時
代
劇
の
定
番

衝
撃
の
真
相
は
？

「
忠
臣
蔵
」
を
特
集
し
ま
し
た
。
江
戸
城
松
之
廊
下
で
起
き
た
浅
野
内
匠
頭
の
刃
傷

事
件
は
秋
田
藩
家
老
の
日
記
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
た
！

「
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
、
主
君
浅
野
内
匠
頭
長

矩
の
恥
辱
を
そ
そ

た
く
み
の
か
み

な
が
の
り

ぐ
た
め
、
大
石
内
蔵
助
以
下
四
十
七
人
の
旧
家
臣
が
吉
良
上
野
介
義

央
を
討
っ
た
事

く

ら

の

す

け

こ
う
ず
け
の
す
け

よ
し
ひ
さ

件
」
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
「
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
十
四
日
、
江
戸
城
松

之
廊
下
で
勅
使
接
待
役
の
赤
穂
藩
主
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
、
高
家
肝
煎
の
吉
良
上
野
介

ち
ょ
く
し

こ

う

け

き

も

い

り

義
央
に
斬
り
つ
け
て
失
敗
し
、
切
腹
・
城
地
没
収
・
断
絶
と
な
っ
た
事
件
」
と
合
わ
せ

て
「
赤
穂
事
件
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
事
件
は
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
、
そ
し
て

時
代
劇
で
「
忠
臣
蔵
」
と
し
て
脚
色
さ
れ
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

し
か
し
「
赤
穂
事
件
」
の
全
貌
を
記
し
た
同
時
代
の
史
料
は
驚
く
ほ
ど
少
な
く
、
徳

川
幕
府
の
公
式
史
料
「
徳
川
実
紀
」
に
も
事
件
の
記
載
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
さ
え

も
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。
従
っ
て
刃
傷
事
件
を
起
こ
し
た
浅
野
内
匠
頭

の
動
機
に
つ
い
て
も
「
賄
賂
説

・

塩
田
遺
恨
説

・

嫌
が
ら
せ
説

・

病
気
発
作

」
「

」
「

」
「

説
」
等
が
言
わ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
元
禄
・
宝
永
期
に
秋
田
藩
の
家
老
を
勤
め
た
岡
本
元
朝
の
日
記
を
見
る

と
、
実
に
詳
し
い
描
写
が
あ
る
の
で
す

「
岡
本
元
朝
日
記
」
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇

。

一
）
三
月
二
十
五
日
条
は
「
く
も
る
、
昨
晩
江
戸
よ
り
十
兵
衛
（
江
戸
詰
大
番
頭
の
渋

江
十
兵
衛
）
状
越
申
候
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
松
之
廊
下
の
刃
傷
事
件
か
ら
十

。

。

日
後
に
は
秋
田
に
事
件
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
す

続
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う

今
月
十
七
日
日
付
に
御

座
候
、
江
戸
ニ
珍
事
候
由
。
故
ハ
公
家
衆
勅
使
ニ
御
下
り

ご
ざ
そ
う
ろ
う

候
由
、
右
之
御
馳
走
ヲ
浅
野
内
匠
殿

へ
被

仰

付
よ
し
、
当
月

播
州
赤
宇
五
万
石
ノ
主

（
マ
マ

）

お
お
せ
つ
け
ら
れ

十
四
日
ニ
於

御

城
、
勅
答
御
饗
応
の
筈
ニ
御
座

候
て
公
家
衆
登
城
、
内
匠
殿
御

お
し
ろ
に
お
い
て

ご
ざ
そ
う
ろ
う

同
道
被

成

候
由
、
最
早
将
軍
家
出
御
近
節
大
廊
下
と
申
所
ニ
而
、
吉
良
上
野
介
殿

な
さ
れ
そ
う
ろ
う

し
ゅ
つ
ぎ
ょ
ち
か
き
せ
つ

ヲ
後
よ
り
内
匠
殿
小
サ
刀
ニ
て
切
付
被

成

候
由
。
う
す
手
ニ
候
由
。
上
野
介
殿
刀

な
さ
れ
そ
う
ろ
う

ニ
手
ヲ
か
け
何
ヲ
す
る
や
と
取
て
返
給
ヲ
、
畠
山
民
部
殿
、
今
御
壱
人
誰
か
両
方
取
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